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社
に
、
国
を
代
表
し
て
内

閣
総
理
大
臣
が
参
拝
さ
れ

る
こ
と
は
極
め
て
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
成

二
十
五
年
十
二
月
以
降
参

拝
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
か

ら
総
理
に
は
引
き
続
き
参

拝
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る

と
と
も
に
、
定
着
化
に
向

け
て
努
力
す
る
。
閣
僚
に
つ

い
て
も
、
平
成
二
十
九
年
春

か
ら
参
拝
が
途
絶
え
、
ま

た
国
会
議
員
本
人
の
参
拝

も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
参
拝
さ
れ

る
よ
う
地
元
選
出
国
会
議

員
に
対
し
強
く
要
請
す
る
。

　

さ
ら
に
、
靖
国
神
社
に

代
わ
る
新
た
な
国
立
の
追

悼
施
設
の
建
設
は
、
靖
国

神
社
を
唯
一
の
追
悼
施
設
で

あ
る
と
考
え
る
戦
没
者
遺

族
ら
の
心
情
を
逆
撫
で
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
靖
国

神
社
の
形
骸
化
に
繋
が
る

も
の
で
、
断
じ
て
容
認
で
き

な
い
。
仮
に
、「
国
立
戦
没

者
追
悼
施
設
」
が
建
設
さ

れ
れ
ば
、
総
理
の
靖
国
神

社
参
拝
へ
の
道
を
閉
ざ
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
断
固
阻
止
す
る
。

受
給
者
へ
の
周
知
と
新
規

対
象
者
へ
の
広
報
に
努
め

る
。

　

そ
の
他
、
本
会
の
要
望

事
項
の
完
全
実
現
を
図
る
。

三
、
組
織
の
拡
充
強
化

　

高
齢
化
著
し
い
本
会
に

あ
っ
て
、
会
の
使
命
は
英
霊

の
顕
彰
と
、
戦
没
者
遺
族
の

福
祉
の
向
上
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
組
織
の
中

核
で
あ
る
戦
没
者
遺
児
も

高
齢
化
が
顕
著
と
な
る
な

か
、
次
世
代
後
継
者
で
あ
る

本
会
青
年
部
が
始
動
し
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
引
き
続
き
青
年
部
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本

会
・
青
年
部
が
両
輪
と
な
っ

て
新
し
い
遺
族
会
の
構
築
に

努
め
る
。

　

ま
た
本
会
は
、
支
部
と

連
携
を
一
層
密
に
し
て
、孫
、

ひ
孫
を
含
め
家
族
ぐ
る
み
で

活
動
出
来
る
各
種
事
業
を

企
画
実
施
す
る
。

　

特
別
弔
慰
金
受
給
者
、

慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び

遺
骨
収
集
事
業
参
加
者
、

未
加
入
遺
児
の
女
性
等
に

対
し
て
、
各
支
部
へ
の
積
極

的
な
入
会
の
働
き
か
け
を

行
う
な
ど
、
組
織
の
拡
充
に

努
め
る
。

　

本
会
組
織
活
動
の
維
持

に
は
財
政
の
確
立
が
欠
か
せ

な
い
。
こ
の
た
め
本
会
で
は

機
関
紙
発
行
事
業
の
収
益

部
門
等
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
企
業
・
団
体
な
ど

法
人
の
賛
助
会
員
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
検
討
を
行

な
う
。
ま
た
、
支
部
も
あ

ら
ゆ
る
方
途
を
講
じ
て
、
資

金
の
確
保
に
努
め
る
。

　

さ
ら
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
機
関
紙
等
の
広
報
活

動
等
に
は
、
IT
分
野
に
明
る

い
青
年
部
の
協
力
を
得
て
、

充
実
さ
せ
る
。

四
、
遺
児
の
慰
霊
友
好
親

善
事
業
及
び
遺
骨
収
集

事
業
等
の
推
進

　

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善

事
業
は
、
各
支
部
等
の
協

力
を
得
て
全
国
一
千
七
百
余

り
の
市
区
町
村
の
広
報
誌

等
へ
の
掲
載
依
頼
、
全
国
紙

に
広
告
を
掲
載
、
ま
た
複

数
回
参
加
者
の
参
加
規
程

を
緩
和
す
る
な
ど
し
て
参

加
者
を
募
っ
た
が
、
参
加
者

は
昨
年
に
比
べ
減
少
し
た
。

　

戦
没
者
遺
児
は
平
均

七
十
八
歳
と
な
り
、
高
齢

化
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
齢

者
の
参
加
し
や
す
い
日
程
等

の
再
検
討
や
、
付
添
と
し
て

配
偶
者
や
孫
等
と
の
参
加
、

昨
年
に
続
き
看
護
師
の
同

行
な
ど
事
業
内
容
の
充
実

を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も

に
、
広
告
媒
体
の
拡
大
な
ど

本
事
業
の
周
知
徹
底
を
更

に
図
り
、
参
加
者
増
に
努

め
る
。

　

さ
ら
に
未
だ
同
事
業
を

知
ら
な
い
遺
児
が
多
く
い
る

た
め
、
複
数
回
参
加
者
の

声
か
け
や
、
末
端
会
員
ま

で
知
ら
し
め
る
よ
う
各
支

部
に
協
力
願
う
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
同
事

業
の
補
助
事
業
団
体
と
な

る
よ
う
努
力
す
る
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
が

実
施
す
る
遺
骨
収
集
事
業

等
に
は
積
極
的
に
参
加
協

力
し
、
全
対
象
地
域
に
お
い

て
戦
没
者
の
遺
児
、特
に
孫
、

ひ
孫
、
甥
、
姪
等
の
参
加
者

を
募
る
。

　

本
会
に
委
託
さ
れ
る
予

定
の
「
海
外
民
間
建
立
慰

　

各
道
府
県
の
護
国
神
社

に
、
首
長
で
あ
る
知
事
が

参
拝
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た

当
然
で
あ
る
。
支
部
に
お
い

て
は
引
き
続
き
知
事
の
護

国
神
社
参
拝
を
推
進
す
る
。

二
、
処
遇
改
善
運
動
の
推
進

　

国
が
戦
没
者
遺
族
に
対

し
て
支
給
す
る
恩
給
や
遺

族
年
金
、
ま
た
、
特
別
な

慰
籍
を
示
し
支
給
す
る
特

別
給
付
金
や
特
別
弔
慰
金

な
ど
、
公
的
年
金
の
引
き

下
げ
や
継
続
打
ち
切
り
な

ど
を
模
索
す
る
動
き
が
散

見
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で

国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ

き
処
遇
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
戦
没
者
遺
族
に

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
等

の
意
義
に
つ
い
て
、
機
会

を
捉
え
知
ら
し
め
る
努
力

を
す
る
。

　

一
方
、
公
務
扶
助
料
等

受
給
者
が
失
権
し
た
場
合
、

速
や
か
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
制
度
の

改
善
に
努
力
す
る
。
さ
ら

に
来
年
、
二
〇
二
〇
年
四

月
に
は
、
特
別
弔
慰
金
の

継
続
手
続
き
と
新
規
手
続

き
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

霊
碑
移
設
等
事
業
」
や
「
樺

太
・
千
島
戦
没
者
慰
霊
碑

維
持
管
理
事
業
」、「
戦
没

者
遺
留
品
の
返
還
に
伴
う

調
査
一
式
事
業
」
の
三
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
重
要

性
に
鑑
み
、
適
切
に
実
施

す
る
。

五
、
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

六
、
今
後
の
遺
族
会
を
考
え

る
特
別
委
員
会

　

遺
族
会
の
抱
え
る
諸
問

題
に
対
し
真
摯
に
向
き
合

い
、
こ
れ
か
ら
の
遺
族
会
の

あ
る
べ
き
姿
を
特
別
委
員

会
で
検
討
し
、
次
世
代
後

継
者
に
対
し
道
し
る
べ
を
示

せ
る
よ
う
議
論
を
深
め
、
明

年
五
月
を
目
途
に
答
申
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

七
、九
段
会
館
跡
利
用
に
つ

い
て
の
対
応

八
、
昭
和
館

Ⅱ

事
業
計
画

一
、
英
霊
顕
彰
運
動

⑴
総
理
、
閣
僚
の
靖
国
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動

の
推
進

①
国
家
の
行
為
で
あ
る
戦

争
に
お
い
て
、
尊
い
一
命

を
国
に
捧
げ
、
日
本
の
安

寧
と
繁
栄
を
願
い
散
華
さ

れ
た
英
霊
に
対
し
、
我
が

国
を
代
表
す
る
内
閣
総
理

大
臣
が
靖
国
神
社
に
参
拝

し
、
英
霊
に
尊
崇
と
感
謝

の
誠
を
捧
げ
平
和
祈
願
を

行
う
こ
と
は
、
極
め
て
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
国
家

存
立
の
基
本
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、総
理
、閣
僚
、

多
く
の
国
会
議
員
の
靖
国

神
社
へ
の
参
拝
が
定
着
化

す
る
よ
う
、
関
係
諸
団
体

と
連
携
を
密
に
運
動
を
推

進
し
て
い
く
。

Ⅰ
活
動
方
針

一
、
英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

　

我
々
が
今
日
、
平
和
と

自
由
の
恩
恵
を
享
受
で
き

る
の
は
、
先
の
大
戦
で
国
の

礎
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
の
う
え
に
あ
る

こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
国

家
、
国
民
は
、
戦
没
者
に

対
し
尊
崇
と
感
謝
の
誠
を

捧
げ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
戦

没
者
を
祀
る
我
が
国
唯
一
の

追
悼
施
設
で
あ
る
靖
国
神

日
本
遺
族
会

平
成
三
十
一
年
度

日
本
遺
族
会

平
成
三
十
一
年
度

活
動
方
針・事
業
計
画
を
決
定

　日
本
遺
族
会
は
、平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
一
日
、第
十
六
回
理
事
会
を
開
催
し
、「
平

成
三
十
一
年
度
日
本
遺
族
会
の
活
動
方
針・事
業
計
画
」を
審
議
の
う
え
、決
定
し
た
。

　日
本
遺
族
会
は
、平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
一
日
、第
十
六
回
理
事
会
を
開
催
し
、「
平

成
三
十
一
年
度
日
本
遺
族
会
の
活
動
方
針・事
業
計
画
」を
審
議
の
う
え
、決
定
し
た
。

活
動
方
針・事
業
計
画
を
決
定
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②
環
境
整
備

ア
．
世
論
喚
起

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
歴

代
天
皇
の
御
心
を
受
け
継

ぎ
、
戦
争
の
風
化
へ
の
危

惧
と
平
和
の
尊
さ
を
「
慰

霊
の
旅
」
と
し
て
具
現
化

さ
れ
、
国
民
に
お
示
し
さ

れ
た
。
天
皇
陛
下
八
十
五

歳
の
誕
生
日
会
見
で
は「
先

の
大
戦
で
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
、
ま
た
、
我
が
国

の
戦
後
の
平
和
と
繁
栄
が
、

こ
の
よ
う
な
多
く
の
犠
牲

と
国
民
の
た
ゆ
み
な
い
努

力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

戦
後
生
ま
れ
の
人
々
に
も

こ
の
こ
と
を
正
し
く
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
が
戦
争
の
な
い
時
代

と
し
て
終
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
、
心
か
ら
安
堵

し
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
一
命
を
国
に
捧
げ
た
ご
英

霊
に
思
い
を
馳
せ
、
残
さ

れ
た
戦
没
者
遺
族
は
平
和

の
尊
さ
を
子
や
孫
、
ひ
孫

等
に
語
り
継
ぐ
こ
と
に
努

め
る
。

　

さ
ら
に
、
本
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
遺
族
通
信
な
ど

を
通
じ
て
、
若
年
世
代
に

正
し
い
歴
史
観
な
ど
を
説

き
、
世
論
喚
起
の
拡
大
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
英
霊

に
こ
た
え
る
会
の
事
業
に

積
極
的
に
協
力
す
る
。

イ
．
国
会
対
策

　

戦
中
世
代
の
国
会
議
員

は
い
ま
や
一
％
、
遺
児
も

三
人
と
な
り
世
代
交
代
が

一
段
と
進
ん
だ
。
靖
国
神

社
の
成
り
立
ち
や
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄

は
、
祖
国
の
安
寧
を
願
い
、

尊
い
生
命
を
犠
牲
に
さ
れ

た
多
く
の
英
霊
の
礎
の
上

に
な
り
た
っ
て
い
る
。

　

総
理
、
閣
僚
の
靖
国
神

社
参
拝
を
は
じ
め
と
す
る
、

先
の
大
戦
や
靖
国
神
社
問

題
等
の
正
し
い
知
識
、
並

び
に
本
会
の
組
織
や
活
動

を
理
解
、
認
識
を
得
る
た

め
、
遺
家
族
議
員
協
議
会

と
連
携
し
、
本
会
事
業
の

啓
蒙
に
努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
与
野
党
国
会

議
員
、
特
に
初
当
選
し
た

国
会
議
員
に
対
し
て
は
、

各
支
部
か
ら
「
み
ん
な
で

靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
国

会
議
員
の
会
」
へ
の
入
会

を
促
す
と
と
も
に
、
靖
国

神
社
へ
の
参
拝
を
働
き
か

け
る
。

⑵
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施

設
建
設
構
想
の
阻
止

　
一
部
の
報
道
機
関
や
与
党

内
か
ら
も
靖
国
神
社
に
代

わ
る
新
た
な
追
悼
施
設
建

設
に
向
け
、
真
剣
な
議
論

を
深
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
、

国
会
の
動
向
や
国
内
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
も
注
視

す
る
な
ど
、
情
報
収
集
に

努
め
る
。
仮
に
、
新
た
な
建

設
に
向
け
て
の
動
き
が
再

燃
さ
れ
れ
ば
、
他
団
体
と
連

携
し
て
断
固
阻
止
す
る
。

⑶
知
事
の
護
国
神
社
参
拝

運
動
の
推
進

⑷
大
東
亜
戦
争
の
正
し
い
歴

史
観
の
醸
成

⑸
市
区
町
村
に
お
け
る
慰

霊
祭
等
の
実
施

⑹
靖
国
神
社
等
と
の
連
携

二
、
戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改

善
運
動

⑴
公
務
扶
助
料
等
の
改
善

　

高
齢
化
著
し
い
戦
没
者

遺
族
に
と
っ
て
公
務
扶
助
料

等
は
、
生
き
て
行
く
た
め
の

重
要
な
糧
と
な
っ
て
い
る
の

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
国
会
に
お
い
て
、
野
党

議
員
か
ら
、
公
的
年
金
引

き
下
げ
に
準
拠
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
る
。
戦
没
者
遺

族
に
対
し
支
給
さ
れ
る
公

務
扶
助
料
等
の
意
義
に
つ
い

て
、
国
家
補
償
の
理
念
で
支

給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
機
会
を
捉
え
広
く
知

ら
し
め
る
努
力
を
引
き
続

き
行
う
。

⑵
特
別
弔
慰
金
の
支
給
要

件
の
改
善
等

　

特
別
弔
慰
金
は
、
今
後
、

戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
等
も

支
給
対
象
と
な
る
よ
う
、

支
給
要
件
の
改
善
に
努
め

る
。

　

ま
た
来
年
、
二
〇
二
〇
年

四
月
、
特
別
弔
慰
金
受
給

者
の
継
続
手
続
き
開
始
と
、

平
成
二
十
七
年
四
月
以
降
、

特
別
弔
慰
金
受
給
対
象
者

と
な
っ
た
方
々
の
新
規
手

続
き
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

受
給
対
象
者
へ
の
広
報
に

努
め
る
。

⑶
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ

の
国
費
参
列
者
の
拡
大
及

び
、
式
典
内
容
の
改
善
等

　
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に

参
列
し
た
い
」
と
の
遺
族
が

多
い
こ
と
か
ら
、
国
費
参
列

者
の
増
員
を
引
き
続
き
国

に
求
め
る
と
と
も
に
、
旅
費

算
定
基
準
の
見
直
し
を
強

く
国
に
働
き
か
け
る
。

　

ま
た
、
式
典
は
、
今
日
の

平
和
を
見
つ
め
直
す
好
機

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、児
童
、

生
徒
の
参
列
を
よ
り
一
層
促

す
。

三
、
組
織
の
拡
充
強
化

⑴
組
織
の
拡
充
強
化

①
戦
没
者
の
遺
児
は
、
組

織
の
中
心
的
役
割
を
担
う

こ
と
を
自
覚
し
、
青
年
部

と
共
に
慰
霊
祭
へ
の
参
列
、

会
費
の
徴
収
、
機
関
紙
の

配
布
等
々
、
積
極
的
に
支

部
の
活
動
を
行
う
。

　

ま
た
、
各
種
事
業
に
戦
没

者
の
孫
、
ひ
孫
等
と
共
に

参
加
し
、
後
継
者
の
育
成

に
努
め
る
。

②
支
部
に
あ
っ
て
は
、
引
き

続
き
魅
力
の
あ
る
支
部
づ

く
り
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫

等
青
年
部
の
組
織
化
、
並

び
に
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

さ
ら
に
、
甥
、
姪
を
含
め

新
規
会
員
の
獲
得
に
努
め

る
。
そ
の
た
め
、
孫
、
ひ

孫
の
実
態
調
査
を
引
き
続

き
推
し
進
め
る
。

ア
．
慰
霊
友
好
親
善
事
業

及
び
遺
骨
収
集
事
業
の
参

加
者
等
に
対
し
、
事
業
の

報
告
会
等
を
設
け
、
漏
れ

な
く
会
員
と
す
る
よ
う
努

力
す
る
。

イ
．
特
別
弔
慰
金
受
給
者

等
に
遺
族
会
活
動
に
対
し

理
解
と
協
力
を
要
請
し
、

組
織
へ
の
参
画
を
働
き
か

け
る
。

ウ
．
全
国
に
青
年
部
組
織
を

設
立
し
た
支
部
は
三
十
三

支
部
（
平
成
三
十
一
年
一

月
末
現
在
）
で
あ
る
。

　

各
支
部
は
後
継
者
で
あ

る
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
等

五
十
～
百
名
程
度
を
目
標

に
、
青
年
部
の
組
織
化
に

向
け
引
き
続
き
取
り
組

む
。
併
せ
て
名
簿
の
整
理

に
も
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
支
部
市
区
町
村

内
に
お
い
て
も
同
様
に
努

め
る
。

③
女
性
部
は
今
年
結
成

六
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
女
性
部
と
し
て

相
応
し
い
行
事
等
を
企
画

す
る
。青
年
部
に
つ
い
て
は
、

青
年
部
相
互
間
の
情
報
交

換
の
重
要
性
に
鑑
み
、
今

年
も
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

開
催
し
、
連
携
を
密
に
す

る
と
と
も
に
、
情
報
の
共

有
化
を
は
か
る
。
さ
ら
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
は
、

後
継
者
で
あ
る
青
年
部
員

等
の
出
席
も
考
慮
す
る
。

④
青
年
部
は
七
つ
の
柱
と
な

る
事
業
を
基
本
に
、
自
主

性
を
持
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
む
。

⑵
財
源
の
確
保

①
本
会
は
、
唯
一
の
収
益
部

門
で
あ
る
機
関
紙
の
販
売

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
会
に
ふ
さ
わ
し
い
収
益

事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

な
お
、
本
年
十
月
に
消

費
税
率
十
％
の
引
き
上
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
の
機
関
紙
の
購
読

料
は
据
え
置
き
と
す
る
。

し
か
し
、
今
後
の
収
益
状

況
に
よ
っ
て
は
料
金
の
改

定
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
各
支
部
に
向
け

て
は
青
年
部
組
織
の
設
立

や
そ
の
準
備
に
伴
い
、
本

会
の
事
業
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
青
年

部
に
対
し
新
規
購
読
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
新
規
購

読
申
し
込
み
が
出
来
る
よ

う
検
討
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
本
会
の
活
動

内
容
の
充
実
を
よ
り
一
層

図
る
た
め
、
法
人
を
含
め

幅
広
く
賛
助
金
を
受
け
入

れ
る
。

　

そ
の
他
、
債
券
や
仕
組

み
債
等
調
査
研
究
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
講

じ
て
財
源
の
確
保
に
努
め

る
。

②
支
部
に
お
い
て
は
、
会
費

の
減
少
が
著
し
い
現
状
で

財
源
の
確
保
は
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
特

別
弔
慰
金
受
給
者
へ
の
拠

金
願
い
や
、
青
年
部
育
成

基
金
の
創
設
等
英
知
を
結

集
し
て
財
源
の
確
保
に
努

め
る
。

⑶
支
部
事
務
局
の
強
化

　

組
織
の
拡
充
強
化
は
、

支
部
事
務
局
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
で
あ
る
。
こ
の
た

め
引
き
続
き
本
部
、
支
部
、

さ
ら
に
は
支
部
相
互
間
の
連

携
を
密
に
し
、
強
化
を
は
か

る
。

⑷
実
態
調
査
の
継
続
実
施

⑸
啓
蒙
活
動
の
実
践

⑹
支
部
遺
族
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討

四
、
遺
児
の
慰
霊
友
好
親

善
事
業
お
よ
び
遺
骨
収

集
事
業
等

⑴
遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

⑵
海
外
民
間
建
立
慰
霊
碑

移
設
等
事
業

⑶
国
内
民
間
建
立
慰
霊
碑

移
設
等
事
業

⑷
樺
太
・
千
島
戦
没
者
慰

霊
碑
維
持
管
理
事
業

⑸
戦
没
者
遺
留
品
の
返
還
に

伴
う
調
査
事
業

⑹
遺
骨
収
集
事
業
等

⑺
戦
跡
慰
霊
巡
拝

五
、
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

⑴
国
内
に
お
け
る
社
会
奉

仕
活
動

⑵
海
外
に
お
け
る
社
会
奉

仕
活
動

以
下
、
今
後
の
遺
族
会
を
考

え
る
特
別
委
員
会
、
九
段

会
館
跡
地
利
用
、
昭
和
館



 (3)　平成31年３月10日	 徳 島 県 遺 族 会 会 報 	 第195号

　

平
成
三
十
一
年
二
月

二
十
八
日
（
木
）
か
ら
二
日

間
、
理
事
・
監
事
・
評
議
員

等
に
よ
る
研
修
会
が
三
十
八

名
の
参
加
に
よ
り
、
名
西
郡

の
神
山
温
泉
「
ホ
テ
ル
四
季

の
里
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
ご
英
霊
へ
の

感
謝
の
黙
祷
、
増
矢
会
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓

と
し
て
高
野
光
二
郞
参
議
院

議
員
秘
書
か
ら
の
挨
拶
、
有

村
治
子
参
議
院
議
員
か
ら

の
祝
電
披
露
に
続
き
、
遺
族

会
活
動
の
研
修
に
入
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
平
成
三
十
年
度
事

業
の
経
過
報

告
に
お
い
て

は
、
慰
霊
巡

拝
等
の
実

績
、
記
念
館

活
動
、
女
性

部
に
よ
る
紙

芝
居
上
演
、

各
地
区
慰
霊

祭
の
状
況
等

に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

遺
児
部
の
在
り
方
に
つ
い

て
、「
本
年
度
末
を
も
っ
て

本
会
遺
児
部
を
発
展
的
に
解

消
す
る
。」
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
遺
児
世
代
が
遺
族

会
の
活
動
を
支
え
て
い
る
現

状
か
ら
、
全
国
的
に
も
遺
児

部
が
あ
る
の
は
既
に
六
県
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
遺

児
部
の
発
展
的
解
消
は
、
決

し
て
活
動
を
後
退
さ
せ
る
も

の
で
は
な
く
、
本
会
本
体
の

活
動
は
変
わ
り
な
く
続
け
て

行
く
こ
と
等
、
今
後
の
方
向

性
に
参
加
者
か
ら
も
賛
同
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

続
い
て
、
本
年
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候

補
者
（
本
号
六
ペ
ー
ジ
に
記

載
）
に
つ
い
て
、
ま
た
、
参

議
院
議
員
選
挙
は
、
選
挙
区

で
は
高
野
議
員
、
比
例
代
表

で
は
有
村
議
員
に
つ
い
て
、

組
織
を
あ
げ
て
応
援
す
る
こ

と
、
継
い
で
、
平
成
三
十
一

年
度
の
事
業
計
画
を
説
明
し

ま
し
た
。
特
に
、
本
年
で
五

　

戦
没
者
記
念
館
で
は
、
平

成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日

（
金
）・
二
十
五
日
（
月
）
の

二
日
間
、
徳
島
新
聞
社
で
就

業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
を
行
っ
て
い
る
大
学
生

十
二
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
生
達
は
マ
ス
コ
ミ

　

阿
南
市
立
大
野
小
学

校
の
六
年
生
児
童
と
引
率

の
先
生
二
十
六
名
が
一
月

十
一
日
に
、「
校
外
学
習
」

で
戦
没
者
記
念
館
に
来
訪

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
県
遺
族
会

の
女
性
部
役
員
粟
飯
原
部

長
と
事
務
局
が
、
長
崎
市

が
製
作
し
た
原
爆
投
下
を

題
材
と
し
た
紙
芝
居
「
瞳

の
中
の
子
供
た
ち
」
を
上

演
し
ま
し
た
。
女
性
部
の

語
り
手
に
よ
る
情
感
い
っ

ぱ
い
で
熱
の
こ
も
っ
た
お

話
は
、
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
、

子
ど
も
達
は
、
一
途
な
ま

な
ざ
し
で
、
固
唾
を
の
ん

で
観
覧
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
阿
南
市
大
野

地
区
出
身
の
方
の
遺
影
や

展
示
パ
ネ
ル
、
遺
品
の
千
人

針
、
白
木
の
箱
、
軍
服
、
特

別
展
の
写
真
等
を
見
学
し
、

持
参
し
た
記
録
帳
に
熱
心
に

メ
モ
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

見
学
後
は
、
敷
地
内
の
護
国

神
社
に
移
動
し
、
藤
本
禰
宜

か
ら
の
説
明
を
一
生
懸
命
聞

く
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

　

後
日
、「
遺
影
を
見
て
徳

島
県
だ
け
で
も
す
ご
い
人
数

の
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
だ
と
思
っ
た
」「
日
本
の

た
め
に
戦
っ
て
く
れ
た
か
ら
、

今
が
平
和
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」「
命
を
大
切
に
し
平

和
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
等

の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
館
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
が
、
先
の
大
戦
の

事
実
に
触
れ
、
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
自
ら
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

●第54回　3月９日（土）
　中川　英之 氏（82）（海部郡牟岐町）　「戦前から戦中・戦後 ～父母の思い出～」
　父母に育てられた戦前、ミャンマーで命をおとした父、そして母とともに乗り越えた戦後の苦難など、氏の歩みをお話しいただきます。
●第55回　4月13日（土）
　清井　好一 氏（95）（勝浦郡上勝町）
　満州で終戦を迎えられ、その後シベリアに抑留。4年に及ぶソ連での体験などお話しいただきます。

徳島県戦没者記念館にて毎月第2土曜日に開催（13：30 ～ 14：30）

語り部事業のご案内

校
外
学
習
で
阿
南
市
立
大
野
小
学
校
六
年
生
が
来
館

就
職
を
目
指
す
三
年
生
で
、

ま
ず
、
記
念
館
建
設
の
経
緯

の
説
明
を
受
け
る
と
と
も

に
、
英
霊
の
写
真
・
戦
没
者

の
遺
品
・
パ
ネ
ル
展
を
見
て
、

自
主
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
記
念
館
が
明

日
開
館
」
と
い
う
仮
定
で
模

擬
取
材
を
行
い
、
記
念
館
の
目

的
や
、「
あ
し
た
へ
」
と
い
う

館
名
に
込
め
ら
れ
た
思
い
、
語

り
部
事
業
や
特
別
企
画
展
な
ど

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
の
質
疑

や
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
記
念
館
に
お
い

て
は
様
々
な
手
法
を
用
い
、
若

い
世
代
の
来
館
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
大
学
生
を
受
入
れ

周
年
を
迎
え
る
戦
没
者
記
念
館

に
お
け
る
「
語
り
部
事
業
」
は
、

さ
ら
に
三
年
間
の
実
施
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

休
憩
を
挟
み
、
徳
島
県
保
健

福
祉
政
策
課
の
北
條
課
長
補
佐

に
よ
り
「
戦
没
者
遺
族
の
福
祉

施
策
」
と
し
て
、
今
後
の
特
別

弔
慰
金
な
ど
の
実
務
研
修
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
が
知
事
選

候
補
と
し
て
推
薦
し
て
い
る
、

飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
か
ら

「
二
〇
一
九
年
徳
島
の
動
き
」
と

題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
飯
泉
知
事
か
ら
は
、

消
費
者
庁
の
徳
島
移
転
に
向

け
た
動
向
な
ど
今
年
の
徳
島
の

展
望
を
は
じ
め
、
大
規
模
災
害

に
対
応
す
る
た
め
の
県
土
強
靱

化
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
を
契
機
と
し
た

活
性
化
策
な
ど
と
い
う
こ
れ
か

ら
の
徳
島
が
目
指
す
べ
き
方
向

が
、
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
後
に
は
意
見
交
換
会
も

開
催
さ
れ
、
長
時
間
に
わ
た
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
新

の
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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　平成30年4月から平成31年2月までのアンケート調
査結果については以下のとおり。（対象者551名）
▶ アンケート概要

①【来館のきっかけ】は、「その他（学校の校
外学習等）」が39％、「家族」14％、「遺族会」
12％の順。

②【来館の目的】は、「学習・教養を深めるため」34％。「展
示の観覧」28％、「遺影を見るため」18％。

③【来館されての感想】は、「非常に満足した」が
49％、「満足した」が46％と、両方を足すと95％。

④【来館者の年齢等】は、「20歳未満」48％、「70歳代」
14％、「50歳代」10％、「40歳代」8％、「80歳以上」7％、

「60歳代」6％「30歳代」3％、「20歳代」2％の順。
▶ 来館者の感想等（自由意見：44の意見から抜粋）

・ 戦争を経験した人たちは減っていて、あと10 ～ 20年経つ
といなくなると思います。今、私達に出来ることは、ずっ
と戦争の怖さを次の世代に教える事です。（10代女性）

・ 戦争中なのに家にいる母や子供のことを気づかい、心配

させないように一生懸命書いた戦地からの手紙が一番心に
残り、その時の苦しさが伝わってきました。（10代女性）

・ この「戦没者記念館」のような建物が少しづつでも増えて行っ
てほしいと思います。戦争のことをいつまでも忘れないよう
にするのが、今、私たちにできる事だと思います。（10代男性）

・ 兵士の方の家族に送ったはがきを見て、戦争に行った人は全
員、いつも家族のことを思っていたのだと感じました。いつ
か家族の元に帰れると信じて。この記念館では戦争の恐ろし
さ、亡くなった人達の事をたくさん知ることが出来ました。
ここをいつまでも大切にしてほしいです。（10代女性）

・ 良い資料館が出来、毎年命日祭に来るのが楽しみです。い
つもきれいに整頓等、頭が下がります。（70代男性）

・ 眉山に観光目的で行く予定でしたが、この記念館のことを知
り、ホームページで色々と情報集めて訪ねました。東京の遊
就館には3度程行ったことがありますが、その時と同じくらい
の気持ちにさせて頂きました。徳島にゆかりはないのですが、
日本人として英霊の皆様に感謝申し上げます。この記念館も
是非、多くの方々に知ってもらいたいと思いました。機会が
あれば、是非とも改めて再度来たいと思います。（40代男性）

　

平
成
三
十
一
年
一
月
六
月

日
（
日
）
か
ら
一
月
二
十
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
徳
島
県

戦
没
者
記
念
館
に
お
い
て
、

第
七
回
特
別
企
画
展
「
海
外

慰
霊
友
好
親
善
の
記
録
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
三
年
が
経
過

し
た
現
在
、
先
の
大
戦
に
お

け
る
戦
没
者
約
二
百
四
十
万

人
の
う
ち
、
百
万
人
を
は
る

か
に
超
え
る
遺
骨
が
収
集
さ

れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
家
族
の

元
に
帰
る
こ
と
な
く
、
海
外

で
眠
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

私
た
ち
遺
族
は
遺
骨
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
戦
没
者

の
終
焉
の
地
を
訪
れ
た
い
、

慰
霊
に
参
り
た
い
と
の
気
持

ち
か
ら
、
海
外
慰
霊
友
好
親

善
事
業
に
参
加
し
て
き
ま
し

　

本
年
度
で
第
五
十
回
と

な
っ
た
本
会
主
催
の
海
外

戦
跡
慰
霊
巡
拝
は
、
平
成

三
十
一
年
一
月
十
七
日
（
木
）

か
ら
二
十
二
日
（
火
）
ま
で

の
日
程
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

お
い
て
御
英
霊
の
御
霊
を
お

慰
め
し
た
。
参
拝
団
は
増
矢

稔
会
長
を
団
長
と
し
、
坂
千

代
克
彦
副
会
長
を
副
団
長
と

し
て
、
十
五
名
の
会
員
の
参

加
に
よ
り
実
施
し
た
。

　

現
地
で
の
慰
霊
祭
は
、
一

月
十
九
日
（
土
）、
ヤ
ン
ゴ

ン
校
外
の
日
本
人
墓
地
に

お
い
て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。
式
は
、
全
員
拝
礼
、
日

本
国
国
歌
斉
唱
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
歌
を
上
奏
し
、

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
増

矢
団
長
か
ら
慰
霊
の

こ
と
ば
を
奏
上
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
で
あ
る

徳
島
県
知
事
の
慰
霊

文
を
坂
千
代
副
団
長

が
代
読
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

大
使
館
の
前
田
徹
公

使
か
ら
追
悼
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
読
経
を

行
い
な
が
ら
、
参
列
者

全
員
の
焼
香
、
献
花

を
行
い
、
団
員
か
ら
の

当
地
で
戦
没
さ
れ
た

肉
親
へ
の
語
り
か
け

た
。

　

本
特
別
展
は
、
こ
の
戦
没

者
を
思
う
遺
族
の
切
な
る
思

い
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
慰

霊
巡
拝
に
行
か
れ
た
会
員
の

皆
様
の
資
料
を
お
借
り
す

る
な
ど
、
ま
さ
に
会
員
の
手

に
よ
っ
て
準
備
を
進
め
実
施

し
た
も
の
で
、
会
期
中
に
は

小
学
生
の
見
学
も
含
め
、
約

六
百
五
十
名
の
方
に
来
館
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
展
は
、
来
館
さ

れ
た
皆
様
に
、
戦
争
の
事
実

と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
今

一
度
お
考
え
い
た
だ
く
た
め

開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
充
実
し
た
企
画
内
容
と
な

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

の
後
、
団
長
の
謝
辞
を
も
っ

て
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
慰
霊
巡
拝
団
に

よ
っ
て
、
バ
ガ
ン
、
マ
ン
ダ

レ
ー
に
お
い
て
も
慰
霊
祭
を

行
う
と
と
も
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン

市
第
十
四
小
学
校
を
表
敬
訪

問
し
、
文
房
具
や
ス
ポ
ー
ツ

用
品
等
を
贈
呈
し
交
流
を
深

め
た
。

　

な
お
、
今
回
の
慰
霊
巡
拝

に
あ
た
り
、
三
十
一
名
の
会

員
の
皆
様
か
ら
御
厚
志
を
賜

り
、現
地
慰
霊
祭
に
お
い
て
、

生
花
や
県
産
品
を
お
供
え
し

ま
し
た
。
今
回
も
大
勢
の
方

か
ら
の
御
厚
志
で
あ
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
海
外
慰
霊
友
好
親
善
の
記
録
展
」を
開
催

第
七
回
特
別
企
画
展

「
海
外
慰
霊
友
好
親
善
の
記
録
展
」を
開
催

第
七
回
特
別
企
画
展

　各種行事、記念館の語り部事業、慰霊巡拝等
の最新の情報をお知らせしています。携帯・パ
ソコンの検索欄に
徳島県遺族会 もしくは 徳島県戦没者記念館  で 検索

ホームページのアドレス　URL　http://izokukai.jp/

ホームページ随時更新中!!
アクセス数　80,131

（H31.2.28現在）

是非、ご覧ください。

戦没者記念館だより — 写真展示数　8,046 柱　（H31. ２.28　現在）—
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　まず、呉での
空襲についてで
ある。呉は造船
所や軍港があり、
日本海軍の心臓
部とも言える存

在であった。そこが空襲を受けた時のこと
である。私は、その当時、江田島でいた。
普段、江田島から呉は肉眼では見えないの
だが、空襲の時には呉がどこにあるのかはっ
きりと分かった。それは、空一面、高射砲
の煙が立ち込めているからであった。当時
の高射砲は打ち上げて爆発すると、10メート

ル以内の飛行機は墜落するという設計であった。その砲を
並べて、まるで絨毯のように打つ。空襲の当日は、高射砲を
打ったため上空が厚く煙に包まれ、夕方になるにつれて、あ
たり一面、黒と赤とに染まった異様な風景であった。
　次にグラマン機であるが、同機の燃料タンクはゴムででき
ており、その上から金網をかけていた。そのため、銃撃を
受けても弾が貫通して、グラマン機は墜落しなかったのであ
る。また、グラマン機が攻撃を受けた時には、パイロットは
パラシュートで脱出することができた。ただし、その米兵は
広島で捕虜となり、多くは原爆で亡くなったと聞いている。
　広島の原爆は、当時、単に新型爆弾と呼ばれていた。私
は原爆投下の時、岩国の海軍兵学校へ移っていた。その日
は空襲警報が出て、それが解除になったため、宿舎に帰ろ
うとしていたところであった。原爆が落ちた時は山や谷が鳴
り響き、きのこ雲が消えることはなかった。軍としても、投
下後は手の施しようがなかったと聞いている。もし、空襲警
報解除前であれば、被害は少なかったかも知れない。原爆
の大きさは、人間の背丈ぐらいの球である。それを投下し
たB-29機は、原爆の被害を受けないようにゆっくりとその球
を落とし、機が遠ざかってから爆発するようにしていた。
　次に、岩国での特攻隊員との出会いについて話す。岩国
の海軍兵学校は、岩国航空隊と隣合わせである。夏の日、
夕涼みをしていたところ、明日、特攻に行く人とばったりと出
会った。彼は、一人語った。一式陸攻（海軍の爆撃機）で

語り部事業講演要旨
●第51回語り部事業　12月８日（土）

　「広島での戦争体験を語る」
吉野川市　大村　永一 氏（93）

特攻に行くと。相手に感知されないよう、海面すれすれに飛
ぶ、波しぶきを被るぐらい海面すれすれに飛ぶという。一式
陸攻は11人乗りで、B-29機を小型化したような爆撃機であっ
た。突然に打ち明けられたため、私は言うべき言葉が無かっ
た。彼の特攻がどうなったかは不明のままである。徳島の
松茂の白菊特攻隊は練習機を使っていたと言うし、桜花と言
う特攻はグライダーであった。このように終戦間際には、戦
う力は無かったのである。
　徳山の燃料基地が、B-29機の爆撃にあった。空一面爆
撃による暗雲が立ち込め、昼なのに真っ暗になった。しかし、
この時、爆撃を受けた日本の基地の燃料より、B-29機が使っ
た燃料の方が多いと言われている。また、岩国の見張り台
が攻撃された時のことである。この時も空襲警報が解除に
なり外にいた時、グラマン機２機が攻撃してきた。目の前で、
見張り台上の人が銃撃されて担架で運ばれた。グラマン機
は引き返してきたが、幸いにして再度の銃撃は無かった。
　次に、戦艦大和の特攻出撃についてである。大和は帰り
の燃料を積んでいなかったともいわれている。徳島市（両国）
出身の海軍兵学校の教官もこの出撃に加わった。航海士等
であったと思われる。特攻は局面を挽回すべく組織されたも
のであるが、九州沖で艦隊10隻のうち6隻が沈没。乗組員
3,332人のうち、戦死したのが3,056人であった。
　最後に、終戦になり、ボート（帆走）で瀬戸内海を渡って帰っ
てきた話をする。私が乗った１号艇から、３号艇までの3艇
で10名ぐらいであったと記憶する。岩国から撫養まで一週
間かかった。まず、一昼夜で香川県の宅間まで着いた。台
風の後で追い風であり、良く走った。毛布を持っていたので、
食べ物と毛布を交換できたため、食糧には困らなかったの
が幸いであった。帰県間際に、鳴門海峡に入った途端に、ボー
トが反転、転覆した。ボートの速度も上がっており、大変苦
しく慌てたが、何とか岸に着けたのを覚えている。鳴門市出
身の仲間の自宅で解散し、ボートは撫養中学校に寄贈した。
　瀬戸内海の潮の流れは複雑である。引き潮で陸地に向
かって海流があっても、湾の中に入ると逆になる。また、そ
の流れも速く、気を付けなければならないことを海に出て初
めて知った。一番遠くまで兵学校からボートで帰ったのは、
和歌山までであったそうである。

　父は昭和６年
に20歳で徴兵検
査を受け、第二
乙第九壱番と通
知されました。

第二乙でしたから、13年後の昭和19年４月
９日に、「４月18日の８時に高知市西部34
部隊へ征け。召集令状をすぐ送る。征ける
か返事待つ。久米村長」と云った内容の
電報を、海軍工廠に勤めていた関係で、呉
市で受け取ることになったのです。
　続いて召集令状が速達で送られて来まし

たが、残っていた電報の中にあるユケ（当時のことですか
ら征けとした）と云う言葉には、重いものがあります。
　入隊後すぐに、第40師団歩兵第234連隊への転属命令
が出た関係で、４月23日に高知から丸亀へ移動した父は、
約束していた高知で母と面会することなく、音信不通となり
ました。戦後の亡くなったと云う連絡で、中国に渡っていた
ことを知ったのです。
　母が残した父の遺品等を整理するなどして、私なりに父
の足跡を調べた結果、中国に入った父は、８月10日に湖南
省衡陽県の下潟塘付近で発熱し、1週間後の17日にマラリ
ア三日熱と診断されて、20日に野戦病院へ入院したとあり
ますが、同じ日に父達補充兵を受け入れた部隊の記録に
は、湖南省岳陽県から炎熱と空襲下の長途行軍により、死
傷者等も多く疲労しきっだ30歳を超える（老兵と呼ばれて
いた）未教育補充兵を、十分休養させる間もなく、戦闘に
巻き込むことを心配した記述がありました。
　父はその後、衡陽県から後送されて11月22日に、湖北省
武漢市の武昌陸軍病院へ着いたのですが、11月30日に気
管支炎と赤痢を併発し、翌日の12月１日に死亡したことに
なっています。
　病身で衡陽県から何百キロもある武昌への後送には、若
干疑問も残りますが、私が調べた範囲でお話し出来る、父
の記録はここまでです。

　戦後の昭和21年６月、父の「死亡告知書」が県の世話
部長から届き、後日、道後の公会堂で父の遺骨を受領し、
泣きながら帰った記憶があります。母は機嫌が悪くて、私
が行くことになったのですが、首に下げて帰った骨箱は、
他の人達と違って汚れていましたので、埋葬する時に開け
て中を見ると、手か足の指の骨だろうと聞きましたが、お
骨が入っていました。コロコロと音がしていましたので、石
ころではないかと疑った人もいましたが、現地から持って
帰って下さった遺骨と分かり、良かったと思いました。
　次に、昭和20年９月21日に、GHQ によって発布された「プ
レスコード」についてお話します。
　プレスコードとはマッカーサーが、日本の新聞や放送等
を統制するために発した規則です。検閲の対象を30項目
と規定し、膨大な資料等の検閲を行い、削除、書き直し、
発行禁止等の処分を行いました。
　しかし、当時の庶民はそんな事情を知る術も無く、マス
コミ等を信じるしかなかったのです。
　松山市の記録の中にも、昭和20年10月下旬にアメリカ軍
等が上陸し、本拠地として道後を占領したとあります。そし
て進駐軍が英語が出来る教師等を雇って、新聞等を翻訳
させて検閲していたとあります。地方の都市でもそうした
チェックが入っていたのです。
　その後、サンフランシスコ平和条約が発行した、昭和27
年４月28日以後は、こういうものはご破算になったはずな
のですが、今なお国内に色濃く残っていると、感じること
があります。
　例えば今も、先の大戦を「太平洋戦争」と云い、「大東亜
戦争」とは云わない風潮があり、これはプレスコードに、「大
東亜共栄圏の宜伝を禁止する」とあったからでしょうが、マ
レー半島やビルマでの旧日本軍の行動を考えると、「太平洋
戦争」と云うのは無理かと考えたりしますが、如何でしょう。
　勿論、歴史の教科書にこうした事情が載ることはありま
せん。日本人としては、このプレスコードに付いての記述も
含めて、本当の歴史を学ぶように、努める必要があると思
います。

●第52回語り部事業　１月12日（土）
　「私の体験した戦争」

愛媛県松山市　愛原　　章 氏（83）
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︶
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友
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館
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9
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11
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）
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︵
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西
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県知事選挙
県知事 飯　泉　嘉　門

県議会議員選挙
選挙区 推薦候補者

徳　島

喜　多　宏　思
岡　　　佑　樹
井　川　龍　二
須　見　一　仁
福　山　博　史

鳴　門 岡　田　理　絵

小松島・勝浦 岡　本　富　治
中　山　俊　雄

阿　南
嘉　見　博　之
島　田　正　人
岩　佐　義　弘

吉野川 樫　本　　　孝
原　井　　　敬

阿　波 丸　若　祐　二
寺　井　正　邇

美　馬 南　　　恒　生
浪　越　憲　一

三好第一 来　代　正　文
井　下　泰　憲

名　西 岩　丸　正　史
山　西　国　朗

那　賀 杉　本　直　樹

海　部 西　沢　貴　朗
重　清　佳　之

板　野
眞　貝　浩　司
北　島　一　人
立　川　了　大

三好第二 元　木　章　生

徳島県遺族会と日本政治連盟
徳島県本部は、本年４月に実
施される第19回統一地方選挙
の推薦候補者を次の方々に決
定した。

徳島市遺族連合会　平成31年新年互礼会を開催
　平成31年1月24日（木）、長年にわたる恒例行事である「徳島市遺族連合会新年
互礼会」を徳島市一番町「昴宿よしの」で実施しました。
　会は、三木亨参議院議員、喜多宏思県議会議員、増矢稔徳島県遺族会会長をは
じめ、御来賓をお迎えして開式となりました。冒頭の上浦喜代志徳島市遺族連合
会会長による式辞に続き、御来賓から新年の祝辞と本年の抱負を御挨拶として頂
きました。
　その後の意見交換会は、一年の幕開けにふさわしく終始和やかに進み、有意義
なものとなりました。会員の高齢化、次世代への引き継ぎなど、遺族会を取り巻
く課題に対して、今後とも活動を継続し、意欲をもって取り組みたいと気持ちを
新たにしたところです。

　勝浦町生名の林ツヤコさんが、平成31年1月22日にめでたく満百
歳の誕生日を迎えられました。徳島県知事、勝浦町長のお祝い状
とともに、徳島県遺族会からのお祝い状と記念品をご自宅にお届
けしてまいりました。
　ご家族に祝福され「ありがとう。嬉しいです。」と笑顔で喜ばれ
ていました。
　林さんは、10代前半から紡績工場で働き、20歳で結婚されまし
た。夫を戦争で亡くした後、再婚し一男二女を育てあげました。

　健康の秘訣は、好き嫌いせずなんでも食べることだそうです。特にみかんが好きで、
おやつによく食べていると教えてくれました。また、毎日家族の洗濯物をたたんだり仏
壇にご飯を供えたりと家事もこなされご家族の方も大変喜んでおられました。
　これからも末永く健康で過ごされますよう心からご祈念申し上げます。

勝浦町遺族会会長　山本　肇

林　ツヤコ さん　（勝浦町）

百歳のお慶び

今号から「地方だより」として、各支部の取組をご紹介します。
各支部からの投稿をお待ちしています。

地方だより

１．実施期間　平成31年６月22日㈯～24日㈪【２泊３日】
２．参加資格及び留意事項　①全戦域における戦没者の遺族
 　　ご家族、孫・ひ孫等の若い世代の方（青年部）もご参加お待ちしております。
 　② 8.5ｋｍの道程を行進できる心身ともに健康な方
３．参加費用	  ３万円程度（那覇空港までの往復航空運賃及び那覇空港から宿泊先までの往復交通費は含まれており

ません。各自で手配・負担をお願いします。）
４．申込方法　平成31年４月26日㈮までに県遺族会事務局へ

沖縄県「第58回平和祈願慰霊大行進」参加者募集

	●支部だより


